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本論文は、マルチメディア通信サービスを実現する上で不可欠となるサービス品質 (QoS : Quality of Service) 保
証のための経路選択技術について、特に、複数の QoS 指標を考慮した経路選択アルゴリズムに関する研究成果をまと
めたものである。










第 2 章では、ユニキャストを対象とする QoS ルーチング、について、経路選択を複数制約下の最適経路選択問題に定
式化し、この問題を実時間で解く Fallback十と呼ぶアルゴリズムを提案している。このアルゴリズムに対して、計算
機シミュレーション等により定量的、定性的性能を評価し、その有効性を明らかにしている。











(1) ユニキャスト通信向けの新しい経路選択アルゴリズム Fallback+ を提案し、従来のアルゴリズムと比較して、
より低コストの経路を高速に探索可能であることを定性的・定量的に評価し、その有効性を明らかにしている。
(2) 前出の Fallback+ を更に改良した EnhancedFallback +アルゴリズムを提案し、目的経路選択率の一層の向上
を達成している。また、その性能を定性的・定量的に評価し、その有効性を明らかにしている。
(3) 多対多のマルチキャスト通信において、複数の QoS 要求を満たしつつ、トラヒック負荷を輯鞍させることなく
分散させることが可能で、かつ経路を高速に探索する手法を提案している。そして、その性能を定性的・定量
的に評価し、その有効性を明らかにしている。
以上のように、本論文はマルチメディア通信サービスを実現させる上で不可欠の複数の QoS 指標を考慮した経路選
択技術について、ユニキャスト通信とマルチキャスト通信の両面から検討し、新しいアルゴリズムの提案とその性能
評価を通じて、多くの有用な成果をあげており、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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